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平成2６年2月10日 

新潟工科大学 

原子力耐震･構造研究センターにおける
これまでの活動及び成果の総括 

新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センター 

第7回 原子力耐震安全研究委員会 

資料２ 
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報 告 事 項 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 

２. 同センターでの活動･成果 

 (1) 教育及び人材育成 

 (2) 地域貢献 

 (3) 耐震安全研究 

 (4) 国内外への情報発信  
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新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センターの沿革 
平成19年 7月  

新潟県中越沖地震発生（マグニチュード6.8 最大震度6強） 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センターの沿革 

平成21年  7月 経済産業省「先端イノベーション拠点整備事業」に採択 

平成21年12月 三者研究協議会発足 

                        新潟工科大学、東京電力、原子力安全基盤機構（JNES）   

平成22年11月 新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センター竣工 
        ・第１回 柏崎国際原子力耐震安全シンポジウム開催 
        （IAEA/ISSC、JNES 共催、新潟工科大学、東京電力 協賛） 

        新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センターに 
           JNES「柏崎耐震安全センター」設置 

平成22年12月 原子力耐震･構造研究センター市民見学会開催 

        （新潟工科大学、東京電力、JNES 主催） 

        原子力耐震安全 市民公開講座開催（新潟工科大学 主催） 

平成23年12月 IAEA コミュニケーションに関するワークショップ開催 

                        （ホスト：JNES 、新潟工科大学 協賛） 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センターの沿革 

平成24年11月 第2回 大深度地震動観測とその活用 
      に関する国際ワークショップ開催 
       （IAEA/ISSC、OECD/NEA、JNES 共催、 
                                                       新潟工科大学、東京電力 協賛） 

        ・原子力耐震･構造研究センター見学会開催 
      ・市民公開講座   
                                                （新潟工科大学 主催） 
 

平成25年  1月 新潟工科大： IAEA ドナー登録 

平成25年  4月 新潟工科大：「原子力安全･安心創造センター」  

      設置 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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原子力耐震･構造研究拠点 連携協定締結 (H21.12.24) 

協定締結： 
・拠点における研究等の推進 
・相互の連携・協力強化を図る 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 

東京電力株式会社、独立行政法人原子力安全基盤機構、新潟工科大学     
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原子力耐震･構造研究拠点 連携協定締結 (H21.12.24) 

三者の連携事項 
（1）原子力安全に係る耐震･構造等の分野の最先端研究の実施 
（2）原子力安全に係る耐震･構造等の分野の最新知見及び研究  
  成果の情報共有、並びに情報発信 
（3）原子力安全に係る耐震･構造等の分野及び関連分野におけ 
  る人材育成 
（4）原子力安全に係る耐震･構造等の分野及び関連分野におけ 
  る産業の技術力向上への貢献 
（5）原子力安全に係る耐震･構造等の分野における国際研修や 
  国際シンポジウム等の実施 
（6）国際原子力機関（IAEA）等との原子力安全に係る耐震･構 
  造等の分野における連携 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センター竣工(H22.11.24) 

原子力耐震･構造研究センター外観 

センター竣工式 施設見学の様子 

第1回柏崎国際耐震安全 
シンポジウム 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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研究協議会・原子力耐震安
全研究委員会 

事業内容 

耐震安全研究に必要なデータ整
備と耐震研究 
・中越沖地震関連データ整備や地  
 震計設置・データ収集と共有等 
・高経年化に関する研究 

東京電力 

新潟工科大学 原子力安全･安心創造センター 

共同研究 
（高経年） 

事業内容 

地元の関連機関･組織（柏崎市･刈羽村･市民･メディア･地元企業･新潟県 等）の協力・支援 

耐震安全研究：外的事象による原子力防災や情報伝達、高経年、免震に関する研究         
人材育成：人材育成講座設置   研究センター施設の管理・維持・見学対応 

共同研究 
（外的事象原子力防災･情報

伝達･高経年･免震） 

共同研究 
（地震観測  
ネットワーク） 

ニーズ 事業内容 
Ⅰ．耐震安全研究            
 A. 地震・地震動・地震動観測研究          
  B. 津波研究 （日本海）   
  C. 建屋床柔性研究 
  D. プラント耐震裕度研究 
  E. 情報伝達、外的事象原子力防災･ 
  原子力リスクコミュニケーション研究 
Ⅱ．国際研修/国際シンポジウム 
 国際原子力機関（IAEA）との連携 

 

JNES 柏崎耐震安全センター 

新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センターの枠組み 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 
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研究協議会及び原子力耐震安全研究委員会 
・研究協議会：拠点での研究活動の推進･調整、施設･設備の管理･運営 
・原子力耐震安全研究委員会：拠点での研究活動への助言と支援(学識経験者・自治体関係者等) 

１. 新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター概要 

第1回 原子力耐震安全研究委員会 
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米国：原子力規制委員会、連邦緊急事態管理庁、原子力発電所自治体との連携 

（１）米国原子力規制委員会 
[Nuclear Regulatory Commission, 
NRC] 

（２）米国連邦緊急事態管理庁 
[Federal Emergency Management 
Agency, FEMA] 

（３）カルバートクリフ原子力
発電所の立地自治体 [カルバー
ト郡]＆ メリーランド州政府・
環境局 

州政府環境局施設の調査 

原子力利用に関する教材 

カルバートクリフ原子力発電所の概観 

NRC/FEMA/NIITインターンシップ 
可能性調査 参加者（NRC本部） 

原子力利用に 
関する教材 

NRC本部 
（メリーランド州ロックビル） 

ワシントンDC 
 

発電所の位置 

メリーランド州 

２.(１) 教育及び人材育成 

海外インターンシップの企画 
・当地の原子力防災能向上と対応人材の育成 ・米国の諸機関・組織等を訪問 



12 センター(柏崎)での研修 

原子力耐震･構造研究センターにおけるアジア耐震安全研修 
２.(１) 教育及び人材育成 



13 

 第2回アジア耐震安全研修（東京・柏崎）を通して新規導入
予定・検討国（近隣アジア諸国）等に対する技術協力・支援 

i) 目的 

期 間：平成23年11月21日（月）～12月2日（金）（柏崎：11/29～30） 

研修生： インドネシア３名、 ヨルダン３名、 カザフスタン２名、 

     マレーシア２名、トルコ２名、ベトナム７名、計６カ国、１９名 

研修プログラム： 

 (1)最新の耐震安全性評価技術, 機構の研究事例 
 (2)ＪＮＥＳ柏崎耐震構造研究センター（柏崎市、刈羽村表敬訪問）  

  柏崎刈羽原子力発電所見学及び野島断層等の視察 
 (3)東北太平洋沖地震・津波による被害と課題 
 (4)各国の耐震・津波安全評価の現状報告等 

ii) 実施内容 

原子力耐震･構造研究センターにおけるアジア耐震安全研修の実施 
２.(１) 教育及び人材育成 
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 品田刈羽村村長の講義 会田 柏崎市長の講義 
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他の国際研修受け入れ実績 
・ベトナム研修生    （H23年11月、H24年12月） 
・IAEA/JICC共催の研修（H24年7月、H25年11月） 

iii) 研修の結果・成果 

 福島第一原発事故も含め、研修生の積極的且つ真  
   剣に耐震安全関連知識・知見を習得 

原子力耐震･構造研究センターにおけるアジア耐震安全研修の実施 
２.(１) 教育及び人材育成 

 円滑なコミュニケーションによる理解 

 ゆっくり、懇切丁寧な議論が効果 

 柏崎市長、刈羽村長との意見交換が参加国関係者  
 に好評 

 研修生へのアンケート結果から、高い評価を受け、 
 今後の研修継続要請意見が多数 
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研 修 目 的： 臨場感を伴う耐震安全研修の実施 

研修対象者： 若手技術者、関連機関職員・新規導入予定国技術者及び規制担当者等 

研 修 設 備： 3次元VR技術による原子力発電所再現モデルを用いた        

      ウォークダウン巡視等の仮想体験可能な映像システム 

研修テーマ：地震時の停止から起動行程における施設健全性確認・評価技術の修得を 

      以下のⅠ～Ⅲのテーマ研修により行う 

テーマⅠ：「地震時の原子力発電所のふるまいと健全性確認」 
テーマⅡ：「地震後の原子力発電所の巡視点検と検査」 
テーマⅢ：「地震後の機器の健全性確認と対策の実施」 

原子力耐震安全研修システムを用いた研修の実施 
２.(１) 教育及び人材育成 
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市民公開講座及び施設見学会の開催 
２.(２) 地域貢献 
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２.(３) 耐震安全研究 

共同研究 

3次元床免震装置 

共同研究テーマ 
・原子力発電所機器･配管系設計指針の高度化に関する基礎的研究 
・原子力リスク情報の分かりやすい伝達に資する情報伝達モデル 
 「柏崎･刈羽」の拡張に関する研究 
・地震、津波等外的事象に対する原子力防災システム(TiPEEZ)の 
 適用に関する研究 
・き裂を有する配管の地震時き裂進展評価手法の高度化に関する 
 研究 
・3次元免震床の性能確認に関する研究 
 など 

市民参加型の実践的研究の実施 

人材育成としての教育的効果が期待 
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２.(３) 耐震安全研究 

共同研究を支える個別研究 

3000m深部地震動観測 

１ｋm

１辺3.9km

１辺2.3km

１辺１.1km

1

4

10

13

9
21

12

5

7

11

19

17

16

18

20

8

2

15

14

１辺5.7km

１辺1.9km

１辺0.4km

N

【記号凡例】

鉛直アレー地震観測点（深度0、550、1500、3000m）
短点微動測定、稠密重力探査範囲（4km×4km）
水平アレー地震観測点（28地点）
反射法／屈折法地震探査（約50km）、
MT法／AMT法電磁気探査測線（約36km）

新潟工科大学 水平アレー地震動観測 

4km 

4km 

大学敷地内 

3000m深部地震動 
観測井 

鉛直アレー地震観測点 
 （深度0、550、1500、3000m） 

短点微動測定、稠密重力探査範囲（4×4km） 
水平アレー地震観測点（28地点） 

反射法／屈折法地震探査（約50km） 
MT法／AMT法電磁気探査測線（約36km） 

観測波形例 

●長岡平野西縁断層帯の活動性検討のため地震観測網 
を構築 

●柏崎刈羽原子力発電所敷地内に深さ1000m大深度
地震観測装置設置 
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IAEA/ISSC-EBPドナー会議（H25.1）プレゼンテーション 

 サマダーIAEA国際耐震安全センター長は、新
工大のEBP参画への感謝、と今後のＩＳＳＣの
柏崎刈羽地域での本学の活動支援及び研究
成果の国際的発信に期待すること等を表明 

 新潟工科大学は、ＪＮＥＳと連携し、IAEAが
加盟国への普及を図るTiPEEZシステムの日
本国内適用を進め、適用に係る成果をIAEA
加盟国に提供することを表明。 

ISSCセンター長：地震・津波・原子力災害対
策支援を奨励 

新潟工科大の紹介 

佐藤教授 

(NIIT) 

蛯澤理事 

(JNES) 

亀田技術顧問 

(JNES) 

サマダ－ 

センター長 

（IAEA/ISSC） 

安部技術参与 

(JNES) 

２.(４) 国内外への情報発信 
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IAEA/ISSC-EBPドナー会議（H26.01.28）プレゼンテーション 

原 副学長 

(NIIT) 

 新潟工科大学は、IAEA-EBPに係るシンポジ
ウム開催、3000m深部地震動観測、TiPEEZ
の取り組みについて活動成果を発表。 サマダ－ 

センター長 

（IAEA/ISSC） 

２.(４) 国内外への情報発信 
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第１回柏崎国際耐震安全シンポジウム（Ｈ22年11月24日-26日） 

シンポジウムの目的：技術・研究の情報交換にとどまらず、原子力耐震分野の共通課題を抽出し方向性を議論し  
                              て、技術革新への道を示し、次世代の人材育成の機会を与えると共に国際的な原子力施設 

                                     の耐震安全性向上に貢献する。 

テーマ：「柏崎の経験から実際に学んだこと」、「耐震安全研究の国際的な方向付け 」 

(1)セッションA    地震、地震動 
(2)セッションB    津波 
(3)セッションC    耐震裕度、リスク評価 
(4)セッションD    地震情報伝達システム 
(5)ワークショップ１ 深部地震観測 
(6)ワークショップ２ 免震 

参加者： ２８カ国 計５６８名（海外６９名） 

成果：各セッションにおいて、活発な議論がなされ、国際共  
         通課題のレゾリューションとして取りまとめられた。 
         これらに基づき、国際原子力機関で関連課題の検討が 
         行われている。 

 場所： 新潟工科大学及び柏崎耐震安全センター 

 主催：JNES, IAEA 協賛：新潟工科大学、東京電力 

２.(４) 国内外への情報発信 
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IAEA コミュニケーションに関するワークショップ 

■実施内容 

■参加者 

・日時：201１年12月３～４日 

・主催：IAEA、ホスト：JNES、協賛：新潟工科大学 

・場所：新潟工科大学原子力耐震･構造研究センター 

・合計92名 

 （内訳） 

  海外参加者： 4名 

  国内参加者： 88名     

   大学研究機関等： 20名 

   自治体： 10名 

   報道機関(取材含む)： 10名 

   一般市民： 23名  

   企業： 13名 

   政府機関： 12名 

 柏崎・刈羽地域の市民、メディア、自治体、教育機関の参加者と専門
家が外的事象における公衆とのコミュニケーションに関して発表、パネ
ルディスカッション及び討議を行い、柏崎・刈羽地域の経験・知見が反
映されたIAEA技術基準（TECDOC)の骨子を作成する  

■目的 

市民参加のワークショップの様子
（2011.12.3) 

「原子力に係るコミュニケーションでは、理工学分野での常道の演繹
的なアプローチをしてはいけない。住民の方々との直接の対話を通し
、１つ１つの意見を大切に取り扱い、地道に積み上げていく帰納的な
アプローチしかありあえない。」（北村東北大学名誉教授） 

地元市民、自治体、メディアの発表者及びパネルディスカッション
での熱心な討論により中越沖地震における経験を通してのコミュニ
ケーションへの期待・要望等や東北地震/津波に対する現状認識が抽
出された。 

各国の公衆とのコミュニケーションに係る現状と取り組みの成果が報
告され、NRC等各国の成功事例に学ぶことの重要性が共通の認識と
なるとともに柏崎刈羽地域には、コミュニケーションの課題解決課題
解決に繋がる地域連携型活動の基本形があると高く評価された。  

■ワークショップの決議及び主な成果 

２.(４) 国内外への情報発信 
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会議風景 

参加者集合写真 

■実施内容 ■参加者 
・日時：2012年11月7～9日 

・共催：IAEA/ISSC, OECD/NEA,  

    JNES 

・協賛：東京電力、新潟工科大学 

・場所：柏崎耐震安全センター 

・内容：基調講演、一般講演、 

    パネルディスカッション、 

    記者会見 

・合計79名 

 （内訳） 

 海外参加者： 14名 

 国内参加者： 65名     

 大学研究機関等： 16名  

 企業： 24名 

 政府機関： 25名  

○深部地震動観測（KAVASプロジェクト）の取り組
みについて、IAEA及び世界各国の専門家から高評価
を得た 

○三次元深部地下構造が地震動評価に与える影響の重
要性について共通認識した 

○ KAVASの鉛直アレーシステムによるリアルタイム
自動スクラム技術の推進を議決した 

○ KAVASにおける継続的な深部地震動観測の実施は、
国際社会において重要であると共通認識 

○得られた成果は、原子力規制委員会の新規制基準、
審査ガイドに反映された 

○ IAEAの技術基準への活用が採択された 

■国際WSでの決議内容 

第2回大深度地震動観測とその活用に関する国際WSの開催 

２.(４) 国内外への情報発信 
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社会に、人に信頼される 

工科大学であり続けます 


